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Gallery PARC　Art Competition 2016 #01

湯川洋康 ・ 中安恵一
Yukawa Hiroyasu・Nakayasu Keiichi

豊饒史のための考察 2016
A survey for the history of fertility,2016

2016.7.6 ［水］ - 7.17 ［日］ 11：00～19：00

展覧会について

　私たちは「豊饒史」の構築を重要な制作テーマに据えて

いる。それは我々の暮らしにおける「豊かさ」を再構築す

るための概念である。瞬く間に飽和した物質的な豊かさ

によって我々の暮らしは大きく変わった。過渡期だと思う。

近未来にむけて、物質／精神の均衡についてより意識的

になる必要があると思った。

　私たちは歴史や習俗、習慣に目を向ける。日々の暮らし

では表立たない地層や歯車や血肉のようなもの。テーマ

に基づき入念なリサーチを重ねる。関係性を持つ物質を

拾い集め、手に取り、馴染ませ、組み合わせ、配置し、彫刻

を形作る。

 さて、近世の国学者・本居宣長は、十代の頃に架空の城

主・端原氏を創造しその城下絵図と家系図を記している。

私たちは制作活動を始めた当初、それらを見る機会を得

た。二つの図は若年期宣長の「支配しうる世界の構築願望

の現れ」と一般的に理解されているが、何よりもこの上な

い精緻さが圧倒的だった。時間／空間軸の厳密な設定と

描写。〈私は如何に存在しているか〉という〈いま・ここ〉の

把握を目指す後の仕事へ続くこの精神性。

　翻って私たちの表現、テーマや制作過程、そして「豊饒

史」を作ろうとする姿勢。それは私たちが宣長の二つの図

を眼前にした経験とは切り離せない気がしている。宣長

はなぜあんなにも美しく-それは空想的にも、描写として

も-描いたのか。この美的平衡をめぐる問いこそが、私た

ちが考察の名の下に彫刻化を行う動機といえる。

ステートメント

　習慣・歴史・習俗をはじめとした過去から現在にわた

る人間の営為とその痕跡と向き合い、そのメディウムや

コンテクストを通じて多様な関係性を彫刻化する作品

を制作する。

通して現代社会に介入し、多様な次元を持つ関係性を

構築する。

C.V

湯川洋康 ・ 中安恵一 
Yukawa Hiroyasu・Nakayasu Keiichi

http://yukawanakayasu.net

ともに1981年度兵庫生まれ。
2012年結成、大阪を拠点に活動。
2015年第18回岡本太郎現代芸術賞入選

おもな展示

」慣習な暢流「 6102 （江之子島文化芸術創造センター, 大阪）
」スゥトビハるめ休を根羽「 5102 （中之条ビエンナーレ2015, 群馬）

　- 」然偶う漂、れま刻、い漂「 　 （Galeria大正蔵, 淀江 鳥取藝住祭）
　- 「 　 豊饒史のための考察」（第18回岡本太郎現代芸術賞展, 岡本

太郎美術館, 川崎）
2014 「船は港に寄せられて 港は船に選ばれる －便りは届く－」

（Kapo gallery, 金沢）
　- 」トクェジロプ館術美社神縣「 　 （縣神社／宇治）

展示品リスト

豊饒史のための考察 2016
01 真鍮棒, 糸
02 教育玩具の積木, 石, 米, 金具, 五円硬貨, 陶磁器片, 瓦片, 種

子, 煙草の吸い殻, ボタン, 赤い羽根,  シルク生地, フラミンゴ
の羽根, ダチョウの羽根, 硬貨, 羽根, 五色の糸, 錫, ビーズ, 安
産の護符, 革

03 フォーク, ナイフ, 鏡, シンバル, グラス, 油, 紙幣, 地球儀, 瓦片, 
石, 鈴, 米, 種子, 不要になった衣服, 陶磁器片, アクセサリー

04 祖母の装身具, 五色の糸, 瓦片, 陶磁器片
05 羽根, 木の実, 米, 鈴
06 羽根, 木の実, 米
07 海辺で拾った石
08 仏, チャーム
09 蚤の市で見つけた写真, 化粧ケース, ピアス, 石, 種子
10 羽根, 種子, 米, 金具, 木の実, 陶磁器片, 石
11 木製のスプーンとフォーク, アルミニウム片, 不要になった衣服, 

羽根, 米, 木の実
12 天秤,チャーム, 羽根
13 海辺で拾った石, 羽根, 錫
14 石, アクセサリー, 五円硬貨, 金具, 鈴, 米, ビーズ
15 砂糖, 鈴, 種子, 五円硬貨, グラス, 油
16 海辺で拾った石, 硬貨, 硬貨ケース, 鈴, 米, 羽根, 種子, 木の実, 

糸
17 ビーズ, 硬貨, 金具, 種子
18 鈴, 貝, 和太鼓,  種子
19 石, 金具, 米, 種子, 木の実, 切手
20 金具, 木の実, 米
21 フォーク, 付け爪
22 ピアス, 米, 木の実
23 五円硬貨, 米, 木の実, 種子
24 小石, 木の実, 米
25 外貨, アルミニウム片
26 錫
27 木の実, 鈴
28 糸, 鈴
29 石, 米, ビーズ
30 羽根, 木の実, 鈴

31 種子
32 糸
33 金具, 木の実, 米, 羽根
34 貝
35 硬貨
36 鈴
37 教育玩具の積木
38 石
39 角砂糖 とアルミ片で出来た指輪
40 木の実, 鈴
41 陶磁器片
42 五円硬貨, 種子, 米, ビーズ
43 石, 種子, 羽根
44 五円硬貨, 米, 木の実
45 磁器のランプ

別物語
46 本
47 更地で拾った瓦片、陶磁器片
48 本居宣長「端原氏城下絵図」部分
 （資料提供：本居宣長記念館）
49 中安家の鬼瓦
50 映像（10分）

Gallery PARCでは、2016年7月6日から8月14日にかけて「Gallery PARC Art Competition 2016」として3つの展覧会を連
続開催いたします。本展は、PARCが2014年から毎年に取り組んでおりますコンペティション「Gallery PARC Art 
Competition」において、本年に応募された56のプランから、平田剛志（京都国立近代美術館研究補佐員）、山本麻友美（京都
芸術センターチーフ・プログラム・ディレクター）の2名の審査員を交えた厳正な審査を経て採択された3組・3つのプランを連続で
開催するものです。
本展、湯川洋康 ・ 中安恵一による「豊饒史のための考察 2016」（7/6～7/17・彫刻/インスタレーション）に続き、以後に寺脇扶
美「紫水晶からの手紙」（7/19～7/31・日本画）、嶋春香「MEET/MEAT」（8/2～8/14・絵画）として、およそ2週間ごとにその
採択プランを連続で発表いたします。

　湯川洋康と中安恵一は、歴史や習俗・習慣に目を向け、

入念なサーチ（探索）によって拾遺した様々なモノを組

み合わせて「彫刻化」し、それらを空間に配することでリ

サーチ（再確認）をおこないます。拾遺した歴史や習俗・

習慣・伝承、様々なモノ（石、瓦、陶片、空き缶、種子、米、

鳥の羽、硬貨、貝、装飾具など）は組み合わされることで

彫刻化され、物質的・精神的な関係性において個々の背

景が剥奪された「一つの物質」に還元されます。

　そして、湯川・中安はそれらに新たな関係性（歴史・意

味・価値・美など）を見出し、相互のバランスを丁寧に探

りながら空間に配することで、そこに平衡を生み出します。

この平衡を前に鑑賞者は、その中に次第に様々な文脈

（美・記憶・文脈・歴史・好き嫌い）を見ることが出来るで

しょう。それは目の前の「断絶」を認識し、価値をつくり、

選択し、再び「繋げる」行為でもあると言えます。

　湯川・中安は、物質化されたモノを再び歴史化するプ

ロセス（あるいはその反復）を鑑賞者に提示し、「いま・こ

こ」に内在する多様な平行世界の存在に目を向けさせま

す。また、彼らにおいて展示はサーチに対するリサーチ

（検証・再確認）であると言えます。

　本展示の構成は大きく二つに分けられます。

　ギャラリー入り口部分から床や窓辺に広がる「豊饒史

のための考察 2016」は、湯川・中安の掲げるテーマ『豊

饒史の構築』に基づくもので、おもに民間信仰の場面で

用いられる物質（米、鈴、木の実、羽根、糸、ビーズ、装身

具など）を物質として扱い、それらの組み合わせによって

成された彫刻で構成されています。その多くは2015年

の「豊饒史のための考察」（第18回岡本太郎現代芸術賞

展, 岡本太郎美術館, 川崎）において発表されたものを

中心とし、そこに各地で収集してきた様々な要素を加え

て再配置・再構成されたものです。

　湯川・中安は本展においてこの「再配置・再構成」に比

重を置いており、これまでの展示で取り組まれてきた

「サーチ：リサーチ」の関係項からそれぞれを切り離し、

よりマクロな視点で再構成することによって、より広い視

野によって「いま・ここ」にまつわる過去・現在・未来を見

渡そうとしているかのようです。その魅力的な造形は、歴

史（場）に対して垂直に立つ彫刻は、「連続」と「断絶」の

シンボルとしてのモニュメントであるとともに、異なる歴

史、異なる現在、異なる未来に「再接続」するための分岐

点として機能しているのではないでしょうか。

　加えてギャラリーの奥部分には、一冊の本から切り出

した無数の紙片を編み込んだ「本」、金継ぎされたタイル

や陶片・瓦、中安家の鬼瓦、本居宣長「端原氏城下絵図

（部分）」の写真、階段部分に設置されている10分の映

像により構成される「別物語」が展示されています。

　「本」はある一冊の物語を、そのストーリーは追わずに

文章ごとに切り分け、無数の文章群の中からひとつひと

つの文章と対峙するように気に入った文章を1つ選び、

選ばなかった残りの文章がすべて編み込まれたもので

す。ここに創作された物語（本）は、「選ばれた」というだ

けの事実に基づく1行の文章と、編み込まれて無数の文

字群となった下地を持つ、異なる物語へと再構築されて

いる。ここに湯川・中安が示す「別物語」という構造は、映

像や金継ぎなどの作品に通底しているものであり、また、

「豊饒史のための考察」に接続するものとして併置され

ている。

　また、ここで資料として展示されている「端原氏城下絵

図」（はしはらし じょうか えず）は、近世の国学者・本居

宣長が19歳の時に描いた架空の都市図であり、御所を

中心に、碁盤の目状に通りが引かれ、周囲には山や川、

さまざまな機能・性格を持つ地域が配されたものです。

また、宣長は本図の前にこの「端原氏城下絵図」に住む

架空の「端原氏一族」を系図にまとめた「端原氏系図」

（はしはらし けいず）も描いています。

　おそらくは何らの機能や役割を持たないまま、現実

（「端原氏城下絵図」は京都をモデルにしているとされて

いる）から構造や歴史を抽出し、そこに想像と空想を注

ぎ込んで創作されたこの2つの絵図は、「別物語」におい

て創出されている構造を示すとともに、「豊饒史のための

考察」を含む、湯川・中安の好奇心の向く先をうかがい

知ることができるのではないでしょうか。

正木裕介
Gallery PARC


